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VIC-3D Ver.10 の新機能

伝達関数計測

進化した応力解析機能

FFT 振動可視化拡張 FEA検証

仮想ひずみゲージ解析

新FFTモジュールで詳細
な振動特性分析が可能

「IRIS」で構造物の
動的変動を高解像度に
可視化分析

AbaqusやAnsysと連携し、
シミュレーション結果を
効果的に検証

自動最適化ツールで
仮想ひずみゲージの
サイズを効率決定

応力解析機能が追加
され、より簡単に
ひずみデータを
応力データに変換



周波数解析データと外部入力データで周波数応答関数を算出

1.伝達関数計測



CAEデータをDICソフトウェア上で比較表示可能

2.拡張FEA検証



3.FFT振動可視化

320Hz 620Hz 980Hz

高速度カメラとの組合せで
振動モード解析

3軸の振動成分全てを
表現可能にリニューアル

IRISによる実映像との
組合せで分かり易く表現

1600Hz



対象画像内にひずみ解析したいラインを配置し、
ライン上のひずみ値を算出する

4.仮想ひずみゲージ解析

フィルターサイズと
ステップサイズを
選択することで
いくつかの選択肢を表示

ゲージ長とフィルター値を参照して、
適正な処理を実行可能



複雑な応力解析をより簡単に導くプログラム搭載

5.進化した応力解析機能

等方性だけでなく、異方性、粘弾性、超弾性
といった領域も含めて解析をサポート
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